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目的 十分なリンパ節郭清術を施行した悪性黒色腫症例の再発形式を検討

する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング Roswell Park 癌センター 
対象者 338 例のリンパ節郭清術を受けた症例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （3） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （3） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （14） 

介入（要因曝露） 郭清術：全例 
郭清部位（頸部：56 例、腋窩：160 例、鼠径部：122 例） 

 目的（治療目的：75%、予防的：25%） 
化学療法：44 例 
術後放射線治療：なし 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 
1 領域リンパ節制御率 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
2 領域リンパ節制御に与える因子 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

一次研究の 8 項目 

主な結果 

10 年の領域リンパ節再発：30% 
単変量解析 
部位別：頸部(43%)、腋窩(28%)、鼠径部(23%) 

 目的別：治療的郭清(36%)、予防的(16%) 
 被膜外進展：あり(63%)、なし(23%) 
 転移リンパ節個数：1-3 個(25%)、4-10(46)、>10(63) 
 最大径：<3 cm(25%)、3-6 cm(42)、>6 cm(80) 
多変量解析：郭清部位、被膜外進展のみが独立した因子 
10 年生存率：30% 
 転移リンパ節数、郭清目的（予防；治療）が独立した予後因子 



結論 

頸部原発例、リンパ節転移 4 個以上、臨床的リンパ節転移陽性例、3 
cm を越えるリンパ節例では十分な郭清術を施行しても再発率が高

く、術後照射を考慮すべき。 
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全例放射線治療は施行されておらず、術後放射線治療の意義は検討

できない。しかし、手術単独ではリンパ節再発の可能性の高い症例

を選択する上で注目に値する論文である。 
レベル ＩV 

 




